
孟
子
は
「
禹
の
水
を
治
む
る
は
、
水
の
道
な

り
」
と
言
っ
て
い
る
。
禹
は
黄
河
に
お
い
て
大

治
水
工
事
を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
た
だ
水
の

本
性
に
従
っ
て
、
水
に
逆
ら
わ
ず
流
す
べ
き
所

に
流
し
た
ま
で
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
黄
河
を

制
す
る
者
は
、
中
国
を
制
す
」、
こ
れ
は
初
め

て
黄
河
の
治
水
に
成
功
し
た
禹
の
こ
と
を
指
し

て
い
る
。
黄
河
は
暴
れ
黄
竜
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
、
夏
に
は
激
し
い
雨
が
洪
水
を
起
こ
し
、
そ

の
洪
水
に
よ
っ
て
山
西
省
・
陝
西
省
地
域
に
は

大
量
の
黄
土
の
泥
が
流
れ
込
み
、
こ
の
泥
が
黄

河
の
川
底
を
浅
く
し
て
、
氾
濫
の
原
因
と
な
る
。

ジ
ュ
リ
ア
・
ウ
オ
ー
タ
ー
ロ
ー
著
『
黄
河
』

（
偕
成
社
１
９
９
５
）
に
、
禹
の
治
水
方
法
は
、

川
底
を
さ
ら
っ
て
多
く
の
水
が
流
れ
る
よ
う
に

し
、
さ
ら
に
大
量
の
水
を
分
散
さ
せ
る
運
河
ま

で
つ
く
っ
た
と
あ
る
。
工
事
に
は
大
勢
の
人
を

使
い
、
13
年
間
か
け
て
行
な
っ
た
。
お
か
げ
で

そ
の
後
何
百
年
洪
水
を
免
れ
た
と
あ
る
。
そ
れ

以
後
の
古
代
王
朝
で
も
禹
の
治
水
方
法
を
踏
襲

す
る
が
、
政
治
が
不
安
に
な
る
と
、
治
水
事
業

は
疎
か
に
な
っ
て
い
き
、
そ
の
後
洪
水
は
頻
繁

に
生
じ
た
。
Ｋ
・
Ｊ
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
著
『
黄
河
』

（
帝
国
書
院
１
９
８
７
）
は
、
上
記
の
書
『
黄
河
』
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《黄河は流れる》

と
同
様
に
児
童
書
で
あ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
書

か
れ
て
い
る
。

黄
河
の
流
れ
は
、
標
高
４
３
０
０
ｍ
の
チ
ベ

ッ
ト
高
原
を
源
と
し
、
蘭
州
か
ら
内
モ
ン
ゴ
ル

自
治
区
へ
。
オ
ル
ド
ス
草
原
の
防
風
林
を
過
ぎ
、

山
西
省
・
陝
西
省
の
険
し
い
峡
谷
の
黄
土
高
原

で
渭
河
と
汾
河
と
合
流
し
、
そ
の
後
東
に
向
き

を
変
え
、
峡
谷
地
帯
三
門
峡
を
流
れ
、
三
門
峡

ダ
ム
を
通
っ
て
華
北
平
原
へ
流
れ
る
。
華
北
平

原
は
海
面
す
れ
す
れ
の
低
い
平
原
で
、
大
量
の

泥
が
堆
積
し
天
井
川
に
な
っ
て
お
り
、
他
の
川

が
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
の
後
河
口
ま

で
の
８
０
０
㎞
あ
ま
り
、
黄
河
は
た
だ
１
本
の

川
と
し
て
流
れ
る
。
夏
に
は
大
洪
水
を
起
こ
す

が
、
一
方
肥
え
た
土
地
が
拡
が
る
華
北
平
原
は

中
国
農
業
の
中
心
地
で
も
あ
る
。
最
後
に
は
渤

海
に
流
れ
込
み
５
４
６
４
㎞
の
長
い
旅
を
終
え

る
。
流
域
面
積
75
万
h
、
支
流
約
40
本
、
年
間

流
出
量
４
８
０
億
k
、
年
間
16
億
ｔ
の
土
砂
を

運
び
、
大
小
80
の
水
力
発
電
所
と
１
７
４
の
貯

水
池
が
あ
り
、
延
長
６
３
０
０
㎞
、
流
域
面
積

１
８
０
万
h
の
長
江
に
次
い
で
、
中
国
第
２
位

の
河
川
で
あ
る
。

黄
河
の
流
れ
を
歩
む
紀
行
書
は
い
く
つ
か
発

行
さ
れ
て
い
る
。
江
本
嘉
伸
著
『
黄
河
源
流
行
』

（
読
売
新
聞
社
１
９
８
６
）、
黄
河
万
里
行
編
集

グ
ル
ー
プ
編
『
黄
河
万
里
行
』（
恒
文
社
１
９
８

４
）、
田
川
純
三
著
『
大
黄
河
を
ゆ
く
』（
中
央

公
論
社
１
９
８
９
）、
朝
日
新
聞
黄
河
取
材
班
著

『
黄
河
行
』（
朝
日
新
聞
社
１
９
８
１
）。
小
松
左

京
著
『
黄
河
—
中
国
文
明
の
旅
』（
徳
間
書
店

１
９
８
６
）
は
、
１
９
８
５
年
５
月
か
ら
約
３

カ
月
か
け
て
の
旅
で
、
黄
河
の
中
国
文
明
４
０

０
０
年
の
歴
史
を
た
ど
る
。
河
南
省
鄭
州
の
悪

名
高
い
暴
れ
河
を
は
じ
め
、
陝
西
省
西
安
十
二

王
朝
の
古
都
、
青
海
省
日
月
山
脈
農
牧
二
大
文

化
の
分
水
嶺
、
青
海
湖
ア
ジ
ア
で
最
高
所
に
位

置
す
る
大
湖
、
寧
夏
回
族
自
治
区
・
内
蒙
古
自

治
区
黄
土
高
原
、
山
西
省
・
山
東
省
晋
陝
峡
谷

壺
口
瀑
布
・
黄
河
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
黄
河
河
口

龍
頭
よ
り
鉄
尾
へ
至
る
旅
を
綴
る
。
旅
を
終
え

て
小
松
左
京
は
「
黄
河
と
い
う
河
の
途
方
も
な

い
雄
大
さ
と
、
そ
の
地
理
的
な
、
歴
史
的
変
化
、

さ
ら
に
各
地
域
で
の
社
会
や
技
術
と
の
か
ら
み

あ
い
の
複
雑
さ
は
、
日
本
で
は
到
底
想
像
も
で

き
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
治
水
と
い
っ
て
も
、

巨
大
な
河
の
、
源
流
、
上
流
、
中
流
、
下
流
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
性
格
の
計
画
を

そ
れ
ぞ
れ
に
密
接
に
関
連
づ
け
な
が
ら
行
わ
ね

ば
な
ら
ず
、
そ
の
作
業
の
複
雑
さ
と
厖
大
さ
に

気
が
遠
く
な
り
そ
う
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
の
政
府
は
、
革
命
後
、
い
く
つ
か
の
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
こ
の
老
大
河
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
基
本
的
に
成
功
し
つ
つ
あ
る
事

は
た
し
か
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

小
松
が
た
ど
っ
た
黄
河
の
流
れ
５
４
６
４
㎞

は
ま
た
４
０
０
０
年
と
い
う
歴
史
を
浮
か
び
出

さ
せ
る
。
そ
の
時
代
時
代
に
よ
る
社
会
情
勢
に

伴
う
中
で
黄
河
の
洪
水
と
の
戦
い
、
そ
し
て
黄

河
の
文
明
を
も
論
じ
ら
れ
る
。
濱
川
栄
著

『
中
国
の
古
代
の
社
会
と
黄
河
』（
早
稲
田
大
学

出
版
部
２
０
０
９
）
で
は
、「
中
国
の
社
会
は
、

黄
河
が
形
成
し
た
肥
沃
な
低
平
地
の
開
墾
や
、

黄
河
お
よ
び
そ
の
支
流
・
分
流
を
利
用
し
た
灌

漑
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら
河
川
や
運
河
を
利
用
し

た
人
的
・
物
的
交
流
な
ど
に
よ
り
、
歴
史
的
に

形
成
さ
れ
て
き
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
、
中
国
の
社
会
は
不
断
に
発
生
す
る

黄
河
の
氾
濫
・
決
壊
と
の
果
て
し
な
い
戦
い
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
中
国
社
会

の
変
転
の
背
景
に
、
黄
河
と
の
戦
い
が
無
視
で

き
な
い
要
素
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
も
ま
た
事

実
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
春
秋
・
戦
国
時
代
、

宋
代
、
明
・
清
代
な
ど
の
中
国
古
代
帝
国
の
成

立
に
果
た
し
た
黄
河
の
役
割
、
西
門
豹
建
造

説
・
史
起
建
造
説
に
よ
る
戦
国
・
秦
代
の
大
規
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砂
を
利
用
し
て
生
産
を
発
展
さ
せ
た
。

１
９
６
３
年
黄
河
中
流
地
区
の
土
壌
保
全
事

業
を
推
進
し
、
土
壌
保
全
事
業
の
結
果
、
土
砂

流
失
地
区
が
減
少
し
、
農
業
生
産
が
改
善
さ
れ

た
。
灌
漑
面
積
は
80
万
ha
か
ら
３
５
０
万
ha
と

拡
大
し
た
。
水
力
発
電
ダ
ム
は
、
三
門
峡
ダ
ム

を
初
め
天
橋
ダ
ム
、
青
銅
ダ
ム
、
八
盤
峡
ダ
ム
、

塩
鍋
峡
ダ
ム
な
ど
が
完
成
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
黄
河
流
域
は
降
水
量
が
少

な
い
。
黄
河
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
縁
に
位

置
し
、
流
域
の
年
平
均
降
水
量
は
わ
ず
か
４
５

０
㎜
に
過
ぎ
ず
、
流
下
の
途
中
に
は
草
が
ま
ば

ら
な
乾
燥
地
帯
や
草
木
も
生
え
な
い
砂
漠
を
抱

え
て
い
る
。
加
え
て
１
９
７
０
年
代
以
降
、
水

資
源
開
発
が
進
み
、
中
流
に
お
い
て
灌
漑
用
水

等
を
大
量
に
取
水
し
た
結
果
、
断
流
現
象
が
起

こ
り
、
流
れ
が
河
口
ま
で
達
し
な
く
な
っ
た
。

１
９
９
０
年
代
に
は
毎
年
の
よ
う
に
断
流
と

な
り
、
１
９
９
７
年
に
は
断
流
日
数
が
２
２
６

日
間
に
も
な
る
異
常
事
態
が
生
じ
た
。
断
流
が

続
く
こ
と
に
よ
っ
て
河
口
の
渤
海
の
環
境
は
悪

化
し
た
。
こ
の
断
流
問
題
に
つ
い
て
は
、
上
田

信
著
『
大
河
失
調
』（
岩
波
書
店

２
０
０
９
）、

勉
誠
出
版
編
・
発
行
『
ア
ジ
ア
遊
学
75

黄
河

は
流
れ
ず
』（
２
０
０
５
）、
福
嶌
義
宏
著
『
黄

河
断
流
—
中
国
巨
大
河
川
を
め
ぐ
る
水
と
環
境

問
題
』（
昭
和
堂
２
０
０
８
）、
福
嶌
義
宏
・
谷

口
真
人
編
『
黄
河
の
水
環
境
問
題
—
黄
河
断
流

を
読
み
解
く
』（
学
報
社
２
０
０
８
）
が
あ
る
。

『
黄
河
の
水
環
境
問
題
』
で
は
、
断
流
に
つ
い

て
、
黄
河
流
域
の
社
会
経
済
発
展
と
水
資
源
か

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
。
黄
河
流
域
の
大
規

模
灌
漑
農
業
、
黄
土
高
原
の
地
理
学
的
・
気
候

学
的
特
徴
を
捉
え
、
さ
ら
に
人
工
衛
星
と
水

文
・
気
象
デ
ー
タ
を
用
い
た
黄
河
流
域
の
土
地

利
用
・
水
収
支
及
び
土
砂
流
出
解
析
が
成
さ
れ

て
い
る
。
な
か
な
か
解
決
方
法
が
見
出
せ
な
い

が
、
２
０
０
２
年
「
新
水
法
」
が
発
布
さ
れ
、

各
大
型
灌
漑
地
域
に
は
節
水
努
力
が
課
さ
れ
、

違
反
し
た
場
合
は
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

「
南
水
北
調
」
と
呼
ば
れ
る
長
江
か
ら
の
導
水

計
画
が
あ
り
、
南
の
長
江
か
ら
最
終
的
に
は
合

計
４
８
８
億
k
が
輸
送
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
は

黄
河
の
水
質
問
題
が
生
じ
る
と
指
摘
す
る
。

お
わ
り
に
、
李
国
英
・
芦
田
和
男
・
澤
井
健

二
・
角
哲
也
編
著
『
生
命
体
「
黄
河
」
の
再
生
』

（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
２
０
１
１
）
を
挙
げ
る
。

李
国
英
は
、
河
川
を
広
義
の
生
命
体
と
し
て
定

義
す
る
。
即
ち
、
生
命
体
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
移

動
、
物
質
循
環
の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、

河
川
の
水
文
循
環
過
程
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
移
動
、

物
質
循
環
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
陸
地
と
海

洋
の
水
が
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
て
水
蒸

気
と
な
り
、
大
気
と
混
合
し
て
地
球
の
引
力
を

克
服
し
て
位
置
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
。
こ

の
過
程
で
土
壌
侵
食
・
土
石
の
運
搬
・
堆
積
に

よ
り
水
成
地
形
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
生
息
地
と

し
て
進
化
し
て
多
く
の
生
き
も
の
を
育
み
、
恵

み
を
与
え
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
黄

河
の
健
全
な
生
命
の
維
持
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
黄
河
治
水
の
終
極
目
標
と
し
て
、
河

川
を
生
命
体
と
し
て
と
ら
え
、
そ
れ
を
侵
略
し

な
い
よ
う
に
、
過
度
な
水
資
源
利
用
を
慎
み
、

汚
染
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
生
態
系
を
守
り
、

土
砂
堆
積
を
制
御
し
て
、
危
険
を
回
避
す
る
必

要
性
が
述
べ
て
あ
る
。
具
体
的
に
、
黄
河
再
生

に
向
け
て
、
黄
河
の
調
水
調
砂
、
黄
河
の
粗
粒

土
砂
制
御
、
黄
河
下
流
河
道
の
整
備
方
針
を
論

じ
る
。

以
上
、
黄
河
に
関
す
る
書
に
つ
い
て
い
く
つ

か
紹
介
し
て
き
た
が
、
黄
河
は
年
間
16
億
ｔ
の

土
石
問
題
、
断
流
現
象
、
流
域
の
砂
漠
化
、
水

質
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
流
域
に
約
２
０

０
０
万
ha
の
耕
地
、
人
口
１
億
人
余
を
支
え
て

い
る
。
黄
河
は
１
億
人
余
の
生
活
の
中
を
今
も

流
れ
て
い
る
。

模
灌
漑
機
構
及
び
鄭
国
渠
灌
漑
を
め
ぐ
る
諸
問

題
、
武
帝
期
の
黄
河
の
決
壊
な
ど
の
前
漢
時
代

の
黄
河
問
題
、
両
漢
交
代
期
の
黄
河
決
壊
と
社

会
状
況
、「
王
景
の
治
水
」
以
降
の
黄
河
下
流

域
と
黄
河
問
題
、
黄
河
下
流
域
の
古
代
帝
国
形

成
期
な
ど
を
論
じ
る
。

吉
岡
義
信
著
『
宋
代
黄
河
史
研
究
』（
御
茶
の

水
書
房
１
９
７
８
）
は
、
北
宋
期
（
９
６
０
〜
１

１
２
７
年
）
１
６
７
年
間
の
黄
河
に
関
す
る
治

水
の
研
究
で
あ
る
。
１
０
４
８
年
河
川
決
壊
に

よ
っ
て
、
過
去
１
０
０
０
年
間
東
流
し
て
い
た

黄
河
が
北
流
し
て
新
局
面
を
迎
え
た
。
繰
り
返

す
決
壊
と
そ
の
治
水
に
は
、
河
北
等
北
方
六
路

の
30
万
人
と
多
大
な
物
資
と
が
投
入
さ
れ
る
。

こ
こ
に
黄
河
治
水
技
術
は
国
家
的
要
請
に
応
じ
、

堤
防
の
護
岸
工
事
に
お
い
て
、
画
期
的
発
展
を

遂
げ
る
。
吉
岡
は
長
江
を
「
経
済
の
河
」
と
す

る
な
ら
、
黄
河
は
「
政
治
の
河
」
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
と
し
、
そ
れ
は
宋
代
の
黄
河
は
皇
帝

を
中
心
に
中
央
集
権
的
官
僚
制
度
に
よ
り
、
そ

の
治
水
が
進
め
ら
れ
た
か
ら
だ
と
言
う
。
さ
ら

に
、
鶴
間
和
幸
編
著
『
黄
河
下
流
域
の
歴
史
と

環
境
』（
東
方
書
店
２
０
０
７
）
で
は
、
中
国
大

陸
の
東
に
拡
が
る
朝
鮮
半
島
と
日
本
を
つ
な
ぐ

海
域
、
即
ち
東
ア
ジ
ア
に
海
の
文
明
が
伝
播
し

た
の
は
古
代
の
黄
河
下
流
域
か
ら
始
ま
っ
た
と
、

論
じ
る
。

さ
て
、
戦
前
に
お
け
る
黄
河
に
関
す
る
書
に

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
大
阪
毎
日
新
聞
社

編
・
発
行
『
大
黄
河
』（
１
９
３
８
）
は
、
黄
河

の
歴
史
、
地
質
、
鉱
産
資
源
、
河
口
の
移
動
、

舟
、
果
物
、
魚
類
、
古
伝
説
等
を
捉
え
て
い
る
。

小
越
平
陸
著
『
黄
河
治
水
』（
政
教
社
１
９
２
９
）

は
、
大
正
11
年
に
黄
河
を
踏
査
し
、
黄
河
の
治

水
の
困
難
性
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
治
水
に
は

全
水
域
を
測
量
し
、
測
候
所
を
設
け
、
雨
量
や

解
氷
量
を
測
り
、
水
量
の
増
減
を
測
り
、
海
の

深
浅
を
測
り
、
風
向
を
測
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

し
、
治
水
の
根
本
は
植
林
で
あ
る
と
い
う
。
黄

河
流
域
は
夏
季
に
は
豪
雨
と
な
り
、
冬
季
に
は

異
常
な
る
乾
燥
を
示
し
、
水
位
、
流
水
量
の
増

減
は
常
に
極
め
て
大
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
気
象

調
査
に
つ
い
て
、
胡
煥
庸
編
『
黄
河
誌
気
象
篇
』

（
東
亜
研
究
所

１
９
４
０
）
が
あ
る
。
福
田
秀

夫
・
横
田
周
平
著『
黄
河
治
水
に
関
す
る
資
料
』

（
コ
ロ
ナ
社
１
９
４
１
）
は
、
既
に
黄
河
を
治
水

の
観
点
か
ら
国
際
連
盟
が
調
査
し
た
、
フ
リ
ー

マ
ン
と
ト
ッ
ド
、
エ
リ
ア
ッ
セ
ン
の
報
告
を
紹

介
し
て
い
る
。
洪
水
の
原
因
の
一
つ
堤
防
の
弱

点
に
つ
い
て
、
防
禦
線
が
非
常
に
長
い
こ
と
、

異
な
る
地
点
で
堤
防
の
質
が
違
う
こ
と
、
関
係

諸
省
に
権
力
を
及
ぼ
し
得
る
中
央
の
権
威
あ
る

監
督
機
関
が
欠
け
て
い
た
こ
と
、
資
金
の
無
い

こ
と
、
そ
し
て
、
黄
土
を
大
量
に
搬
出
す
る
黄

河
と
そ
の
支
流
に
固
有
な
沖
積
現
象
を
挙
げ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
原
に
お
け
る
治
水

工
事
の
改
善
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
堤
防

組
織
の
強
化
と
同
時
に
平
水
時
を
固
定
す
る
方

法
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

１
９
４
９
年
毛
沢
東
に
よ
る
中
華
人
民
共
和

国
成
立
後
、
黄
河
の
水
害
を
根
治
し
、
水
利
開

発
に
よ
る
総
合
計
画
を
策
定
し
た
。
上
流
で
は

ダ
ム
に
よ
る
水
力
発
電
、
中
下
流
で
は
灌
漑
と

水
運
の
発
展
、
黄
土
高
原
は
水
土
保
持
に
よ
り

河
道
へ
の
泥
の
流
出
を
和
ら
げ
る
計
画
で
あ
る
。

黄
河
水
利
委
員
会
治
黄
研
究
組
編
著
『
黄
河
の

治
水
と
開
発
』（
古
今
書
院
１
９
８
９
）
で
は
、

黄
河
委
員
会
が
成
立
し
、
黄
河
が
戦
争
時
期
の

地
域
的
治
水
か
ら
全
流
域
の
統
一
的
な
治
水
と

開
発
を
論
じ
る
。
低
く
て
破
損
さ
れ
た
昔
の
堤

防
は
千
里
の
堤
防
と
し
て
高
く
強
化
さ
れ
、
堤

防
に
生
え
る
木
や
草
な
ど
で
堤
防
が
保
護
さ
れ
、

表
法
先
前
に
は
水
防
林
、
堤
防
天
端
に
は
並
木

が
植
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
ダ
ム
に
よ
る
治
水
、

河
道
掘
削
、
低
水
路
の
安
定
、
更
に
水
利
工
事

に
お
い
て
砂
防
と
排
砂
が
な
さ
れ
、
洪
水
と
土

水の文化書誌37


